
わが街- 大学のある風景

運河の水面に「国際交流」の

歴史風景が浮かぶ
神 谷 智●愛知大学教授

名古屋市中村区・中川区

本
年
四
月

に
新
設
さ

れ
た
愛

知
大

学
新
名
古
屋

校

舎

は
、
名
古
屋
市

中
村
区

の
東
南
端
で
中

川
区
と

の

区

境
の
、
通
称

「
笹
島
」
と
呼

ば

れ
る
地
に
あ

る
。

こ
こ

は
、
北
東
か

ら
南
西
へ
近

鉄
・
J
R

・
通
称
「
あ

お
な
み
線
」

が
通
り
、
東
も
新

幹
線

・
J
R

・
名
鉄

が
南

北
に
走
り

、
さ
ら
に
南

は
名
古
屋

高
速
五
号
線

が
東

西
に
走

る
と

い
う
、
三
方

が
鉄
道
と

高
速
道

路

の
高
架
に
囲
ま

れ
た
三
角
地
帯

と
な

っ
て

い
る
。

新

校
舎

の
北

に
は
国
際
協
力

機
構
中
部
国

際
セ

ン

タ
ー
（
J
I
C
A

中
部
）
、
北
東

に
ラ
イ

ブ
ハ
ウ
ス
と

娯
楽

飲
食
施
設

が
あ
る
だ
け
で

、
そ

れ
以
外

の
周
辺

は

広
大
な
造
成
地

の
ま
ま
で
あ

る
。
新
校

舎
の
高
層

階

か
ら
北
を
望
む

と
、
J
R

セ
ン
ト

ラ
ル

タ
ワ

ー
ズ

や

ミ
ッ
ド
ラ
ン

ド
ス
ク
ウ
ェ

ア
な
ど

の
名
古
屋

駅
前

高
層

ビ
ル
群

が
間
近

に
そ
び
え
て
見

え

る
。
ま
た
南

は

、
低

層
階
で
は
三

井
倉
庫

の
ト

ラ
ン

ク
ル
ー
ム

が

視
線

を
遮
る

が
、

高
層
階
か
ら

は
名
古
屋
市
街

が
遠

望
で

き
る
。
荒
野
と

先
進
を
あ

わ
せ
も

っ
た
、
何
と

も
不
思

議
な
未
来
異

空
間
に

タ
イ

ム
ス
リ

ッ
プ
し
た

錯
覚

に
陥
る
。
ま

だ
「
街
」
と
も

言
え

ず

、
そ
れ
こ

そ
こ

れ
か
ら
「
街
」

と
な
っ
て

い
く
の
で
あ

ろ
う
。

じ
つ

は
こ

の
三

角
地
帯

は
、
「
さ

さ
し
ま

ラ
イ

ブ

2
4」
と
呼

ば
れ

る
名
古
屋

市
の

都
市
再

開
発

計
画

地

で
あ

る
。
そ
の
基
本

計
画

に
な

っ
て

い
る

「
名

古
屋

新
世
紀
計
画
2
0
1
0

」
の
コ

ン
セ
プ
ト

に
は
、「
国

際
的
・
広
域

的
な
商
業

・
業
務
機
能

な
ど
の
集
積

を

誘
導

し
、
国
内
外

か
ら
訪

れ
る
人

々
や
市

民
で
に

ぎ

わ
う

、
交
流

の
場

を
提
供

す
る

『
国

際
歓
迎
・
交

流

の
拠
点
』

の
形

成
を
め

ざ
す
」
と
あ

る
。
J
l
C
A

中

部
も
、
こ

の
理
念
か
ら
こ

の
地
に
誘

致
さ
れ
た

の

で

あ
ろ
う
。

ま
た
二
〇
〇
五

年
に
行

わ
れ
た
日
本
国

際
博

覧

会

「
愛
・

地

球

博
」
（
愛
知
万

博
）

で

は

サ

テ

ラ
イ
ト
会
場

に
も
な

っ
た

。
愛
知
大

学
の
建
学
精

神

と
も

言
え

る

一
九
四

六

（
昭
和
二
十
一
）
年

の
設

立

趣
意
書
に

「
世

界
文
化
と
平

和
に
寄
与

す
べ
き
新

日
本

の
建
設

に
適
す
る
人
材

は
国
際
的

教
養
と
視
野

を
も

つ
」
と
あ

る
よ
う
に
、
愛

知
大
学

も
「
国
際
交

流
」

を
め
ざ
す
こ

の
地

が
ふ

さ
わ
し

い
と

考
え
た

の

が
、
移
転
理
由

の
一
つ
で
あ

ろ
う
。

し

か
し
こ
の
三

角
地
帯

の
歴

史
を
振
り

返
っ
て
み

る
と

、
も
う
一

つ
の
国
際
交

流
が
浮
か

ん
で
み
え

る
。

昔
こ

の
地
は
旧
国

鉄
の
笹
島
貨

物
駅
で
あ

っ
た
。
ま

た
一

九
三

二
（
昭
和
七
）
年
に

は
駅
の
南
に

隣
接
し
て

、

中
川
運

河

が
開
削

さ
れ
た
。
そ

れ
ま
で
都
心

と
名
古

屋
港
を

結
ぶ
基
幹
水

路
で
あ

っ
た
堀
川

の
交

通
量
・

物
流
量

が
限
界
に

達
し
て

い
た

た
め
、
新
し

い
迂
回

水
路
と
し

て
期
待

さ
れ
て
造
ら

れ
た
。
堀
川

と
は
水

位

が
異

な
る
の
で

、
そ
の
調
節

の
た
め
閘
門

が
設
け

ら

れ
た
こ

と
か
ら

「
日

本
の

パ
ナ
マ
運
河
」

と
も
言

わ

れ
る
。
新
校
舎

に
近

い
そ

の
松

重
閘
門

は
、
現
在



名
古
屋
市
の
都
市
景
観
重
要
建
築
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
各
地
の
物
資
が
笹
島
駅
に
集
ま
り
、
そ
こ
か
ら
中
川
運
河

を
往
来
す
る
艀
船
に
積
み
替
え
ら
れ
、
名
古
屋
港
か
ら
世
界
各
地
へ
送

ら
れ
た
。
逆
に
世
界
か
ら
の
物
資
も
、
名
古
屋
港
・
中
川
運
河
・
笹
島

駅
と
経
て
国
内
各
地
に
送
ら
れ
た
。
輸
出
品
は
陶
磁
器
・
綿
織
物
な
ど
、

輸
入
品
は
羊
毛
・
食
料
品
・
肥
飼
料
な
ど
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
中
川
運

河
は
期
待
ど
お
り
、
堀
川
に
匹
敵
、
凌
駕
す
る
重
要
水
路
に
な
っ
た
。

愛
知
万
博
よ
り
約
七
十
年
前
の
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
、
名
古

屋
汎
太
平
洋
平
和
博
覧
会
が
こ
の
中
川
運
河
と
堀
川
と
名
古
屋
港
に
挟

ま
れ
た
名
古
屋
南
部
の
地
で
す
で
に
開
催
さ
れ
て
い
た
。
当
時
、
川
と

港
は
国

際
交
流

の
窓

口
と
意
識

さ

れ
て

い
た
の
で

、
こ

こ
で
開

催
さ

れ
た

の
で
あ

ろ
う

。

現
在
で

も
中
川
運
河

で
は
、

歴
史
を
意

識
し
た
文
化

的
イ

ベ

ン
ト

が
開

催
さ
れ
て

い
る
。「
中

川
運
河
キ

ャ
ナ
ル

ア
ー
ト
」
と

い
う
こ

の
イ

ベ
ン
ト

は
、
前
述

し
た
中
川

運
河

が
か
つ
て
世
界

の
物
流

の
大
動

脈
と
し

て
人
々

の
暮
ら
し

に
豊
か

さ
を
も
た
ら

し
て

い
た
こ

と
を
し

っ
か
り
踏

ま
え
、
そ

の
う
え

で
人

間
の
感

性
を
は
ぐ
く

む
豊
か

な
水
辺
空

間
で
あ

る
運
河
を
舞
台

に
、
世

界
に
未
来
に
向
け
て
輝
け
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
活
動

の
場
を
創
出
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら

「
さ
さ
し
ま
ラ
イ
ブ
2
4」
も
J
I
C
A
中
部
も
愛
知
大
学
も
、
一
部
の

教
職
員
と
学
生
を
除
い
て
、
参
加
し
て
は
い
な
い
と
い
う
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
な
国
際
交
流
の
拠
点
で
あ
っ
た
中
川
運
河
だ

が
、
一
九
五
〇
（
昭
和
二
十
五
）年
に
笹
島
-
西
名
古
屋
港
間
で
開
業
し

た
西
名
古
屋
港
線（
貨
物
線
）な
ど
に
と
っ
て
替
わ
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ

の
貨
物
線
が
、
名
古
屋
駅
か
ら
愛
知
大
学
へ
の
通
学
に
使
わ
れ
て
い
る

現
在
の「
あ
お
な
み
線
」
で
あ
る
。
「
さ
さ
し
ま
ラ
イ
ブ
2
4」
計
画
は
笹

島
駅
と
中
川
運
河
が
物
流
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
は
指
摘
し
て
い
る
が
、

こ
の
計
画
の
主
要
理
念
の
一
つ
で
あ
る「
国
際
交
流
」
が
、
ま
さ
に
こ
の

両
者
が
交
錯
す
る
笹
島
の
地
に
じ
つ
は
す
で
に
あ
っ
た
こ
と
に
ま
で
は

ふ
れ
て
い
な
い
。
愛
知
大
学
も
ま
た
気
づ
い
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

表
と
奥
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
新
校
舎
北
方
向
に
見
え
る
名
古
屋

駅
の
高
層
ビ
ル
群
や
J
I
C
A

に
象
徴
さ
れ
る
の
は
、
表
＝
M
a
i
n
の

「
国
際
交
流
」
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
方
の
南
方
向
の
中
川
運
河
・

あ
お
な
み
線
か
ら
見
え
る
の
は
、
奥
＝
B
a
s
e
と
な
る
国
際
交
流
の
歴

史
で
あ
る
。
訪
れ
た
地
で
、
伝
統
や
文
化
と
と
も
に
、
ま
ず
人
が
思
い

浮
か
べ
る
こ
と
の
一
つ
に
、
そ
の
地
と
の
交
流
の
歴
史
が
あ
る
。
新
校

舎
が
「
さ
さ
し
ま
ラ
イ
ブ
2
4」
や
J
I
C
A
な
ど
と
と
も
に
、
北
も
南

も
、
表
も
奥
も
、
ど
ち
ら
の
「
国
際
交
流
」
も
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
深
い
国
際
交
流
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
つ
く
ら
れ
て
い

く
で
あ
ろ
う
こ
の
「
街
」
に
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

新
名
古
屋
校
舎
の
足
元
で
あ
る
こ
の
「
街
」
に
は
、
そ
の
よ
う
な
「
国

際
交
流
」
が
、
将
来
に
向
け
て
開
け
て
い
る
よ
う
に
思
う
。



わが大学史の一場面- 日本の近代化と大学の歴史

松 尾 美 恵 子 ●学習院女子大学教授
「
自
重
互
敬
」
の
精
神
で

一
　
は
じ
め
に

「
自
重
互
敬
」
と
は
自
ら
を
省
み
、
大
切
に
し
、

お
互
い
を
大
切
に
し
、
敬
う
と
い
う
意
味
で
、
学
習

院
長
の
安
倍
能
成
が
学
生
・
生
徒
に
つ
ね
に
語
っ
た

人
と
人
と
の
関
係
の
大
切
さ
を
表
す
言
葉
で
あ
る
。

こ
の
精
神
は
、
女
子
大
学
の
食
堂
や
テ
ィ
ル
ー
ム
等

が
あ
り
、
教
職
員
・
学
生
の
集
い
の
場
と
な
っ
て
い

る
建
物
に
つ
け
ら
れ
た
「
互
敬
会
館
」
と
い
う
名
前

に
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。
安
倍
は
哲
学
者
で
、
夏
目

漱
石
門
下
と
し
て
文
芸
評
論
で
も
知
ら
れ
、
京
城
帝

国
大
学
教
授
、
第
一
高
等
学
校
長
を
務
め
、
そ
の
後

文
相
、
帝
室
博
物
館
長
を
歴
任
し
、
一
九
四
六
（
昭

和
二
十
二

年
か
ら
約
二
十
年
間
、
院
長
と
し
て
戦

後
の
学
習
院
を
育
て
た
。

学
習
院
女
子
大
学
は
一
九
九
八
（
平
成
十
）
年
に

発
足
し

、
今
年
度
で
十
五

年
目
を

迎
え

る
若

い
女
子

大
学
で

あ
る
。

だ
が
そ

の
背
後
に

、
一
八
四

七
（
弘

化
四
）
年

、
公
家

の
子
弟

の
教
育
機

関
と

し
て
設

立

さ
れ

た
京

都
の
学

習
院

、
一
八

七
七
（
明
治
十
）
年
、

華
族
の
学

校
と
し
て

開
校

し
た
近
代

の
学
習
院

の
歴

史

が
あ
り
、

ま
た

一
八

八
五

（
明
治
十
八
）
年
創
設

の
華
族
女

学
校
以
来
培

っ
て
き
た
女
子

教
育

の
伝

統

が
あ

る
。
直

近

で
は

一
九

五
〇
（
昭
和
二
十
五
）
年

戸
山
の
地

に
設
立
さ

れ
て
半

世
紀

、
女

子
大
学
へ

バ

ト

ン
を
渡
し

た
学
習
院
女
子

短
期
大

学
の
歩
み

が
あ

る
。
そ

の
百

六
十
年
余

の
歴

史
は
日

本
の
近
現
代

史

と

深
く
関

わ
っ
て

い
る
。

二
　
学
び
て
時
に
こ
れ
を
習
う
、
　
　

ま
た
よ
ろ
こ
ば
し
か
ら
ず
や

学
習
院
と
い
う
名
前
は
『
論
語
』
の
「
学
而
時
習

之
、
不
亦
説
乎
」
の
文
言
に
由
来
す
る
。
京
都
の
御



所

の
近
く
に
建

て

ら

れ
た
公

家

の
学

校

は

光

格

天

皇

（
在
位

一
七

八
〇

～

一
八

一
七

年
）

が
構
想
し
、
仁

孝

天

皇
（
在

位
一
八

一

七
～

四
六

年
）

が
そ
の
遺
志

を
継

承
し

、
孝
明
天

皇
（
在
位
一
八
四
六
～
六
七
年
）
の
と

き
実
現
し
た

。
初

め
学

習
所
、
修
学
所
な

ど
と
呼

ば
れ
て

い
た

が
、
一

八
四
九
（
嘉
永
二
）

年

に
「
学
習

院
」
の
勅
額

が
下

賜

さ
れ
、
正

式
名
称
と

な
っ
た

。
幕
末

に
尊
王

攘
夷

運
動

が
高
揚
し

た
時
期
に

は
、
公

家
と
尊

攘
派

の
交

流
の

場
と

な
り
、

政
治
の
場
と
も

な
っ
た

。

三
　

我
邦
女
学
ノ
制
、未
ダ
立
タ
ザ
ル
ヲ
以
テ
、

婦
女
多
ク
ハ
事
理
ヲ
解
セ
ズ

一

八
六

九
（
明
治
二
）
年

の
版

籍

奉
還

後
、
公

家
・

大
名

（
諸
侯
）

は

華
族

と
称

さ
れ

る
こ

と
に

な
っ

た
。
一
九
七

一
（
明
治
四
）
年

、
政

府

は
廃
藩
置
県

を
断
行
し

、
旧

大
名
で

あ
る
知
藩
事

に
東
京
居
住

を
命

じ

た
。
京

都
の
旧

公
家
も
同

様
で
あ

る
。
同
年
明
治
天

皇
は
華

族
に
勅

諭

を
下

し
、
「
国
民

中
貴

重
の
地

位
」

に
あ

る
者
の

心
構
え

を
示

し
、

海
外

へ

の
留

学
を
勧

め
た
。
そ
の
中

で
、

我
邦
女

学
ノ
制

、
未

ダ
立

タ
ザ
ル
ヲ
以
テ

、
婦
女
多

ク
ハ
事
理

ヲ

解
セ
ズ
、
殊
ニ
幼
童
ノ
成
立
ハ
母
氏
ノ
教
導
ニ
関
シ
実
ニ
切
緊
ノ

事
ナ
レ
バ
、
今
海
外
ニ
赴
ク
者
、
妻
女
或
ハ
姉
妹
ヲ
挈
テ
同
行
ス

ル
、
固
ヨ
リ
可
ナ
ル
事
ニ
テ
、
外
国
所
在
、
女
教
ノ
素
ヨ
リ
ア
ル

ヲ
暁
リ
、
育
児
ノ
法
ヲ
モ
知
ル
ニ
足
ル
ベ
シ

と
述
べ
た
。
「
わ
が
国
の
女
子
に
対
す
る
教
育
の
制
度
は
ま
だ
整
っ
て

い
な
い
の
で
、
女
子

の
多
く
は
事
の
道
理

が
わ
か
っ
て
い
な
い

が
、
子
ど
も
の
成
育

に
母
の
影
響
は
大
き

い
か
ら
、
留
学
す
る

者
は
妻
や
姉
妹
を
同

伴
し
、
外
国
の
女
子

教
育
、
特
に
育
児
法

を
学
ば
せ
る
の
が
よ

い
」
と
い
っ
た
意
味

で
あ
る
。
国
家
に
有

用
な
人
材
を
育
て
る

に
は
、
ま
ず
賢
母
を

育
て
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
考
え
方

の
も
と
、
女
子
教
育

の
必
要
性
が
認
識
さ

れ
て
い
る
。



一
八

七
四

（
明
治
七
）
年

、
華
族

の
有

志
が
出

資
し
て

華
族
会

館
を

創
設
し

、
中

に
講
義

局
・
勉
学
局

な
ど

が
置

か
れ
、
学
術

・
教
育

の
場

と
し

た
。
そ
し

て
一

八
七
六

（
明
治
九
）
年
、
華

族
会
館

と
し

て
華

族

の
た
め

の
本
格
的

な
学
校
を
設
立

す
る
こ
と

に
な
り
、
東
京

府
神
田
錦

町

（
現
・
千
代
田
区
）

の
宮
内

省
官

有
地

を
借
用

し
て

校
舎

を
建

設
し

、

翌
年
完
成
し

た
。
そ

の
正

門
と
し

て
鋳
造

さ
れ
た
の

が
現
在

学
習
院
女

子

大
学

・
女
子

高
等
科

・
女
子
中
等

科

の
あ

る
学
習
院
戸
山

キ
ャ
ン

パ

ス
（
新
宿
区
）
の
正

門
と
な

っ
て

い
る
鉄
門
で
あ

る
（
こ
の
門
は
の
ち
鐘

ヶ
淵
紡
績
株
式
会
社
東
京
工
場
の
門
と
な
り
、
一
九
二
七
［
昭
和
二
］
年
学

習
院
創
立
五
十
周
年
に
際
し
て
学
習
院
に
戻
さ
れ
、
目
白
構
内
に
あ
っ
た
が
、

一
九
五
〇
［
昭
和
二
十
五
］
年
現
在
地
に
移
設
さ
れ
た
。
一
九
七
三
［
昭
和

四
十
八
］
年
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
）
。

一
八

七
七

（
明
治
十
）
年

十
月
十

七
日

、
明
治
天

皇

・
昭
憲
皇

太
后

を
迎
え
て
開
業

式

が
挙
行

さ
れ
た
。

校
名
は
勅

諭
に
よ
り
学
習

院
と
定

め
ら
れ
、
京

都
時
代

の
勅
額
を
賜

っ
た
。
初
代

の
校
長
に
は
学
校

設
立

に
尽

力
し

た
立
花

種
恭
（
元
陸
奥
国
下
手
渡
藩
主
・
幕
府
官
僚
）
が
就
任

し

た
。

当

初

の
学
制

は
男
子
小

学
・
女
子
小

学

・
中
学
で

構
成

さ
れ
て

い
た

。

小

学
は
男
女
と

も
六
歳

で
入

学
し
、

修
業

年
限
は
八

年
で
あ

っ
た

。
男

子
と
女

子

の
教

室
は
玄
関

を
挟
ん
で
校
舎

の
左
右

に
分
か
れ
て

い
た
。

男
子

は
小
学

卒
業

後
、

さ
ら
に
修
業
年

限
八
年

の
中

学
に
進
ん

だ
。
女

子

は
小

学
ま
で

で
あ

っ
た

が
、
中
学

の
科

目
を
選
択
受

講
す

る
こ

と

が

で

き
た
。
た
だ
し
女

子

の
就

学
人
数
は
男
子

の
三
分

の
一
に
満
た

な
か

っ
た

。

四
　

金
剛
石
　

水
は
器

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
、
華
族
令

が
公
布

さ
れ
、
公

・
侯
・
伯
・

子

・
男
の
五
等

級
の
爵
位

が
定
め
ら

れ
た
。
国
家

に
功
績

の
あ
っ
た
者

が
華
族
に

な
れ
る
よ
う

に
な
り

、
華

族
の
数

が
増
加

し
た
。
一

八
九
〇

（
明
治
二
十
三
）
年

に

開
設

さ
れ

る
こ
と

に

な

っ
た

国
会

の
上

院
（
貴

族
院
）
の
土

台

づ
く

り
で
あ

っ
た
。
そ
う

し
た
動

き
の
中

で
、
一

八
八

四
（
明
治
十
七
）
年
四
月
、
学
習
院
は
華

族
会
館
が
経
営
す
る
私
立
学
校
か
ら
、
宮

内
省
所
轄
の
官
立
学
校
と
な
り
、
男
子
の

み
の
教
育
機
関
と
な
っ
た
。
華
族
女
子
の

学
校
、
華
族
女
学
校
は
別
に
設
立
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
当
時
桃
夭
女
塾
を
開
い
て

上
流
階
級
の
女
子
教
育
に
あ
た
っ
て
い
た

下
田
歌
子
が
宮
内
省
御
用
掛
と
な
っ
て
準

備
を
進
め
た
。
校
舎
は
四
谷
区
四
谷
尾
張

町
（
現
・
新
宿
区
）
に
建
設
さ
れ
た
。

一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
十
一
月
二

十
三
日
、
昭
憲
皇
太
后
を
迎
え
て
華
族
女

学
校
の
開
校
式
が
行
わ
れ
た
。
学
習
院
と

同
じ
く
宮
内
省
管
轄
の
官
立
学
校
で
、
二

代
学
習
院
長
の
谷
干
城
（
陸
軍
軍
人
、
西

南
戦
争
の
と
き
熊
本
鎮
台
司
令
長
官
）
が
校



長
を
兼
任
し
、
下
田
歌
子
が
幹
事
兼
教
授
に
就
任
し
た
。

華
族
女
学
校
の
教
育
は
良
き
妻
、
賢
い
母
と
な
る
た
め
、「
彝
倫
を

本
と
し
、
女
子
に
適
当
し
た
る
学
術
技
芸
を
教
授
」
す
る
こ
と
に
あ
っ

た
。
「
彝
倫
」
と
は
人
と
し
て
つ
ね
に
守
る
べ
き
道
と
い
っ
た
意
味
で

あ
る
。
皇
后
か
ら
は
、
友
人
と
切
磋
琢
磨
し
、
学
習
に
励
む
こ
と
の
大

切
さ
を
詠
ん
だ
「
金
剛
石
　
水
は
器
」
の
「
御
歌
」
を
賜
っ
た
。

入
学
し
た
生
徒
は
当
初
百
三
十
三
名
で
あ
っ
た
が
、
二
年
後
に
は
二

百
十
四
名
と
な
り
、
校
舎
が
手
狭
に
な
っ
た
た
め
、
新
た
に
麹
町
区
永

田
町
（
現
・
千
代
田
区
）
に
新
校
舎
が
建
設
さ
れ
、
一
八
八
九
（
明
治

二
十
二
年
）
に
移
転
し
た
。
対
象
と
す
る
生
徒
は
、
満
六
歳
か
ら
十
八

歳
ま
で
の
華
族
の
女
子
で
あ
っ
た
が
、
華
族
以
外
に
も
門
戸
を
開
い
た
。

学
制
は
小
学
科
六
年
、
中
学
科
六
年
で
、
そ
の
上
に
専
修
科
も
設
け
ら

れ
た
。
一
八
九
四
（
明
治
二
十
七
）
年
に
は
幼
稚
園
も
併
設
さ
れ
た
。

華
族
女
学
校
で
は
下
田
歌
子
を
は
じ
め
、
津
田
梅
子
（
日
本
最
初
の

官
費
留
学
生
、
津
田
英
学
塾
を
創
設
）、
石
井
筆
子
、
野
口
ゆ
か
と
い
っ

た
教
育
分
野
で
名
を
遺
し
た
女
性
が
教
鞭
を
執
っ
て
い
る
。
ま
た
い
ち

早
く
体
操
教
育
を
取
り
入
れ
、
運
動
会
も
開
催
し
た
。
女
子
に
体
操
は

不
要
と
い
う
考
え
方
も
あ
っ
た
当
時
、
そ
れ
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ

た
。
通
学
服
は
和
服
が
多
か
っ
た
が
、
そ
の
場
合
に
は
袴
を
着
用
し
、

靴
を
履
く
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
の
服
装
は
そ
の
後
一
般
の
女
学
生
に
広

ま
っ
た
。

一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年
、
華
族
女
学
校
は
学
習
院
と
合
併
し

学
習
院
女
学
部
と
な
っ
た
。
初
代
女
学
部
長
に
は
下
田
歌
子
が
就
任
し

た
。
一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）
年
、
火
災
に
よ
り
本
館
が
焼
失
し
、

仮
校
舎
が
建
て
ら
れ
た
が
、
校
地
も
狭
か
っ
た
の
で
移
転
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
、
赤
坂
区
青
山
（
現
・
港
区
）
に

校
地
を
得
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
、
校
舎
が
完
成
し
た
。
こ
の
機

に
学
習
院
女
学
部
は
学
習
院
か
ら
独
立
し
、
女
子
学
習
院
と
な
り
、
十

一
月
十
四
日
開
院
式
が
催
さ
れ
た
。

文
部
省
の
教
育
行
政
下
に
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
時
の
女
子
学
習

院
の
教
育
制
度
は
、
官
立
で
あ
り
な
が
ら
、
学
年
の
開
始
時
期
を
四
月

と
十
月
の
二
回
と
し
た
二
重
学
年
制
を
と
っ
た
こ
と
や
、
小
学
科
と
中

学
科
の
区
別
を
や
め
本
科
十
一
年
制
（
前
期
四
年
、
中
期
四
年
、
後
期
三

年
）
と
し
た
こ
と
な
ど
、
女
子
の
心
身
の
発
達
段
階
を
考
慮
し
た
極
め

て
特
色
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
従
来
の
専
修
科
は
高
等
科
と
改
称
し
た
。

高
等
科
生
は
共
通
教
科
の
ほ
か
、
文
科
・
理
科
い
ず
れ
か
の
教
科
を
選

択
履
修
し
た
。

五
　

燃
ゆ
る
火
の
火
中
に
死
に
て
　
　

ま
た
生
る
る
不
死
鳥
の
ご
と

一

九
三

七
（
昭
和
十
二
）
年
に
日

中

戦
争

が
始
ま

る
と
、

学
校
教
育

の
場

に
も

戦
時

色

が
強
ま

っ
た
。
一

九
四
一
　（
昭
和
十
六
）
年

に
は

戦

時
体

制
に
即
し

た
教
育
改
革

に
よ
り
、
従
来

の
尋
常
小

学
校
は
国
民

学

校
に
改

め
ら

れ
た
。
女
子
学

習
院
で
も
本
科

十
一
年
制

を
改
め
、
前

期

一
年

か
ら
中
期
二

年
ま
で
を
六

年
制
の
初
等

科
に
、
中

期
三
年

か
ら
後

期
三
年

ま
で
を
五

年
制
の
中
等

科
に
改
め

た
。
高
等
科

は
選
択
教
科

に

よ
り
文

科
・
理

科
・
家
政
科

に
分
か
れ
た

。
家
政
科

の
コ

ー
ス

が
で

き

た
こ
と

で
、
こ

れ
ま
で
本
科

卒
業
生
の
三
分

の
一
程
度

で
あ

っ
た

高
等



科
へ
の
進

学
者

が
増
加

し
た
。

日
米

開
戦
後
に
は
女

子

学
習
院

で
も
勤
労
動

員
が
常
態
化

し
、
通
常

の
授
業
は
し

だ

い
に

で

き
な
く

な
っ
た
。
戦
局

が
悪
化
し

た
一
九
四
四

（
昭
和
十

九
）

年

に
は

集

団
疎
開

が
行
わ

れ
、

東
京
に
残

っ
た
中
等
科

三

年
以
上

の
生
徒
は
も

っ
ぱ
ら
勤
労

作
業
に
従

事

し
た
。

疎
開
学
園
に

お
い
て
は

、
一
般
の
学

校

で
は
敵
性
語

と
し
て

授

業

が

な

か

っ

た

英

語

・
フ
ラ
ン

ス
語
の
授

業

も
続
け
ら

れ
た

が
、

こ

れ
は
学
習

院
創
立
期

か
ら
の
世
界
に
目
を
向
け
る
精
神
を
表
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
五
月
二
十
五
日
夜
か
ら
翌
日
に
か
け
て

の
東
京
山
の
手
へ
の
大
空
襲
で
青
山
の
校
舎
は
一
部
を
残
し
て
焼
失
し

た
。
そ
の
た
め
目
白
の
徳
川
義
親
邸
を
借
り
て
六
月
に
は
授
業
を
再
開

し
た
。
八
月

十
五
日

、
終

戦
の
日

の
昭
和
天
皇

の
ラ
ジ
オ
放

送
は
同
邸

書
院
前

庭
に
集
ま
っ
て
聴

い
た
。
そ

の
後
音
羽

の
護
国
寺

の
一
部
も
借

用

し
た
。

疎
開
し

た
生
徒
た
ち

が
戻

っ
て
く

る
と
、
仮
校
舎

は
た
ち

ま
ち
手
狭

に
な
っ
た

。
と
は

い
え

青
山
の
校
地

に
新
校
舎

を
建
設
す

る
こ

と
は
難

し

く
、
女
子

学
習
院
は
大

崎
に
あ

っ
た
旧

海
軍
大

学
校
の
校
舎

の
使
用

願
い
を
G
H
Q

（
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）
に
提
出
し

た
。
し

か
し
、
G
H
Q

の
教
育

政
策
部
門
で

あ
る
C
I
E

（
民
間
情
報
教
育
局
）

は
学
習
院

・
女

子
学
習
院

に
対
す

る
調

査
を
進

め
、
両

学
習

院
は
身
分

制
度
を
維
持
し

て

い
こ
う
と

す

る
機

関
で
あ
り
、
公

立
学
校

が
校
舎
を

必
要
と
し
て

い
る
と
き

に
特
権
階
級

の
教
育
組
織

に
建
物
の

使
用

を
許

可

す
べ
き
で

は
な

い
と
し

て
、
こ
の
願

い
は
認
め

ら
れ
な
か

っ
た
。
旧

海
軍
大
学
校

の
校
舎
の
使
用

を
断
ら

れ
た
女
子
学
習

院
は
、

一
九
四

六

（
昭
和
二
十
一
）
年
三

月
、

土
地
建

物

が
当

時
宮
内

省
の
管

轄
下

に
あ

っ
た
牛
込
区
戸

山
町
（
現
・
新
宿
区
）
の
近

衛
騎
兵
連

隊
跡
に
移

転
し
た
。

両

学
習
院
は
G
H
Q

の
民
主

化
政
策

に
応
じ
た
学
制

の
改
革
を
検

討
し
、

華

族
の
子
女

の
た
め
の
教
育

機
関
か
ら

、
一
般
に
広

く
開
か

れ
た
学
校

と
し

て
生
ま

れ
変
わ
る
こ
と

に
な
っ
た

。
そ
し
て
宮
内

省
か
ら
離

れ
、

財
団

法
人
を
設

立
し
、
私
立

学
校
と
し
て

存
続
を
図

る
方
針

が
固

ま
っ

た

。
両

校
と
宮
内

省
の
関
係

者
は
C
I
E

と
幾
度
も
折

衝
を
重
ね

、
一

九
四

六
（
昭
和
二
十

二

年

十
月
、
両

学
習
院
の
存

続
が
認
め

ら
れ
た
。

新

学
習
院
発
足

に
あ
た

っ
て
の
大
き

な
問
題
は
両
学

習
院

の
合
併

問

題

で
、
女
子
学

習
院
は
並
置

す
る
こ
と

を
望
ん
だ

が
、
財
政
状
況

が
そ

れ
を
許

さ

ず
、
一

九
四

七
（
昭
和
二
十
二
）
年
三

月

、
財

団
法

人
（
一



九
五
一
［
昭
和
二
十
六
］
年
学
校
法
人
）
学

習
院

が
発
足
し

た
。
両
学

習

院

の
初
等
科
は
合
併

し
て
男
女

共
学
と
な
り

、
中
等
科

・
高
等
科
は
男

女
別

学
の
ま
ま
六

・
三

・
三
制

の
新
制
度

に
移
行
し
た

。
ま
た
旧
制

学

習

院
が
七

年
制

高
校

で
あ

っ
た
た

め
、

一
九
四

九
（
昭
和
二
十
四
）
年

四
月

、
目
白
に
学
習

院
大
学

が
設
置
さ

れ
た
。

厳
し

い
財
政
状
況

の
中
、
先
頭

に
立
っ
て
新

学
習
院

の
基
礎
を
築

い

た
安

倍
能

成
は

一
九
五

一
（
昭
和
二
十
六
）
年
、
自

ら
学

習
院

歌
を
作

詞
し
て

い
る
。
見
出

し
に
掲

げ
た
の
は
そ

の
冒
頭
で
あ

る
。
安
倍
は
「
小

ざ
く
ら
」

と
い
う
初
等

科
の
文
集

で
、
子
供
た
ち

に
そ
の
意

味
を
説
明

し
、
戦
争

で
校
舎
は
焼

け
、
皇
室

の
庇
護
を
離

れ
て
私
立

学
校
と
な

っ

た
が
、
そ

の
焼
け
跡

の
上

に
、
先
生

と
生
徒
と
力

を
合
わ
せ

て
、
新
し

い
学
習
院

を
つ
く
り
あ

げ
て

い
こ
う

と
呼
び
か
け

、
広

い
視

野
を
も

っ

て
、
「
真
理
と
平

和

と
を

永
久

の
光
導

き
と

仰
」

ぎ
、
現
実

の

艱
難
に

屈
せ

ず
、

め
い
め

い
自
分

の
力
を
養

い
、
社
会
に
奉

仕
す

る
人

間
に
な

ろ
う

と
説

い
て
い
る
。

六
　

自
由
に
立
ち
て
責
任
を
行
ふ
は
男
女
を
問
は
ず

人
間
の
本
分
で
あ
る

こ

れ
は
一

九
六
四

（
昭
和
三
十
九
）
年

、
安
倍

が
短
期

大
学

卒
業

生

に

送
っ
た
も

の
で

あ
る
。

女
子

学
習

院
の
時
代
、
す

で
に
高
等
女

学
校
と
同
程

度
の
中
等

科
の

卒

業
者

を
対

象
と

す
る

高
等
科

（
二
年
）

が
あ
り
、

一
九
四

五
（
昭
和

二
十
）
年
四
月
、
さ
ら

に
そ
の
上
に
研

究
科
（
一
年
）
も

設
け
ら

れ
た
が
、

戦

後
、
両
学
習

院
の
統
合
と

学
制
改
革

の
過
程
で
、
女
子

の
高
等

教
育

機
関
は
消
滅
し
た
。
新
設
の
学
習
院
大
学
は
男
女
共
学
で
あ
っ
た
が
、

女
子
高
等
科
か
ら
の
進
学
者
は
少
な
か
っ
た
。
大
学
は
男
子
の
た
め
の

教
育
機
関
で
あ
る
と
い
う
戦
前
の
意
識
が
残
っ
て
お
り
、
ま
た
四
年
の

修
学
年
限
は
婚
期
を
控
え
た
女
子
に
は
長
す
ぎ
る
と
い
う
考
え
も
強
か

っ
た
。
一
方
で
よ
り
高
度
な
教
育
を
求
め
る
声
も
あ
り
、
一
九
四
九
（
昭

和
二
十
四
）
年
、
学
校
教
育
法
が
改
正
さ
れ
て
、
短
期
大
学
が
設
立
で

き
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、
学
習
院
に
も
女
子
短
期
大
学
を
設
置
し
て

ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
盛
り
上
が
っ
た
。
い
っ
た
ん
財
政
事
情
等
か
ら

見
送
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
が
、
女
子
高
等
科
三
年
の
父
母
の
強
い
要
望

が
通
り
、
一
九
五
〇
（
昭
和
二
十
五
）
年
に
女
子
短
期
大
学
が
設
立
さ

れ
た
。

戸
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
誕
生
し
た
短
大
（
当
初
短
期
大
学
部
と
称
し
た
）

は
、
は
じ
め
文
学
科
（
国
文
学
専
攻
と
英
語
専
攻
）
の
み
で
、
翌
年
家

庭
生
活
科
が
設
置
さ
れ
た
。
初
代
部
長
（
学
長
）
は
安
倍
と
同
じ
漱
石

門
下
の
ド
イ
ツ
文
学
者
小
宮
豊
隆
で
あ
っ
た
。
一
九
五
二
（
昭
和
二
十

七
）
年
三
月
、
短
大
は
初
め
て
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
。

そ
の
後
、
社
会
的
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
国
文
学
・
英
文
学
・
英
語
・

文
化
史
・
食
物
・
服
飾
の
専
門
コ
ー
ス
を
も
つ
短
大
と
し
て
発
展
し
た
。

そ
し
て
半
世
紀
の
時
を
刻
み
、
一
九
九
八
（
平
成
十
）
年
に
開
学
す
る

学
習
院
女
子
大
学
の
母
体
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

今
後
、
時
代
は
変
わ
っ
て
も
、
見
出
し
の
言
葉
の
よ
う
に
、
学
習
院

の
自
由
な
学
風
を
守
り
、
社
会
的
な
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
人

材
を
育
て
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。



加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ
《
学
生
食
堂
編
》

東
洋
大
学

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
喜
び
を

叶

内

孝

●
東
洋
大
学
管
財
部
管
財
課
課
長
補
佐

今
か
ら
約
七
年
前
の
平
成
十
七
年
四
月
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ

ス
六
号
館
の
運
用
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
千
三
百
席
を
有
す
る
巨
大

学
生
食
堂
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
広
々
と
し
た
食
堂
ホ
ー
ル
に
個
性
的
な

七
つ
の
店
舗
、
近
年
の
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
商
業

施
設
を
思
わ
せ
る
フ
ー
ド
コ
ー
ト
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
る
。
何
よ
り

こ
の
ス
タ
イ
ル
の
楽
し
み
と
魅
力
は
、
友
達
同
士
で
来
て
、
そ
れ
ぞ
れ

が
好
み
の
店
舗
で
買
っ
た
も
の
で
同
じ
テ
ー
ブ
ル
を
囲
め
る
こ
と
だ
。

毎
日
多
く
の
学
生
で
に
ぎ
わ
い
、
昼
休
み
と
も
な
る
と
ほ
ぼ
満
席
に
な

る
。
今
で
は
す
っ
か
り
定
着
し
て
い
る
施
設
だ
が
、
こ
の
学
生
食
堂
完

成
の
背
景
に
は
、
東
洋
大
学
の
歴
史
の
中
で
の
大
き
な
取
り
組
み
が
あ

っ
た
。

か
つ
て
東
洋
大
学
で
は
、
文
系
学
部
の
教
育
を
一
・
二
年
生
は
埼
玉

県

の
朝

霞
キ
ャ

ン
パ
ス
、
三

・
四
年
生

に
な
る
と
都
内

の
白
山
キ

ャ
ン

パ
ス
で
行

っ
て

い
た
。
し

か
し

、
学
生
に
と

っ
て
も
大

学
側
に
と

っ
て

も
多

く
の

デ
メ
リ

ッ
ト

が
あ
り

、
全
学
年

の
一
貫
教
育

は
大
き
な

メ
リ

ッ
ト
と

相
乗
効
果

を
生
み
出

す
と
考
え
て

い
た
。
そ
こ

で
本
学
は
、「
工

業
等
制

限
法
」

の
撤
廃
を
経

て
、
平

成
十
七

年
度
か

ら
文

系
学
部

の
白

山
キ

ャ
ン
パ
ス
統
合

を
行
う
こ

と
を
決
定
し

、
平

成
十
五

年
か
ら
、
こ

の
た

め
の
校
舎
を

す
で
に
取
得

し
て

い
た
隣
接

地
へ
増

築
す
る
こ
と

に

着
手
し

た
。
こ

の
と

き
に
建

築
さ
れ
た
大
規

模
校
舎

が
東

洋
大
学
六
号

館
で
あ
り

、
延

べ
床
面

積
は
二
万
平

方
メ

ー
ト

ル
を
超
え

る
も
の
で

あ

っ
た

。
そ
し
て
こ

の
地
下

部
分

に
巨
大
食
堂

は
誕
生
し

た
。

白
山

キ
ャ
ン

パ
ス

の
学
生
数

は
約
一
万
三
千

人
、
朝
霞

キ
ャ
ン

パ
ス

の
学
生

は
約
八
千
人

、
合
計
す

る
と
二
万
人

を
超
え

る
学
生
が
狭
隘

な

白
山

の
地

に
通
う
こ
と

と
な

る
。
当

時
、
統
合

前
の
状
態

で
は
想
像

が

つ
か
な

か
っ
た
。
二
万
平

方

メ
ー
ト

ル
の
校
舎

増
築
を
も

っ
て
し
て
も

キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
不
足

の
不

安
は

解
消
し
な

い
も
の
で
あ
り

、
当
然
、
教

室
数
の
不

安
と
同
時

に
ア
メ
ニ

テ
ィ
面

で
の
不

安
も
あ

っ
た
。

六
号
館

の
食
堂
は

、
計
画

当

初
は
現
在
の
大

き
さ
ほ
ど
で

は
な
か

っ

た
。
契
約
図
面

で
は
現

在
の
約
三
分

の
二
の
広

さ
で
、
今

よ
り

小
さ
な

も
の
で
あ

っ
た
。
建
設

を
進
め

る
中

で
、
朝
霞

キ
ャ
ン

パ
ス
の
八
千
人

の
統
合

に
あ
た
り
、
学

生
ア
メ
ニ

テ
ィ
を
充
実

さ
せ

よ
う
と

い
う
声

が

学
内
か
ら

挙
が
っ
た
。

確
か
に
学
内

で
は
憩

い
の
場
所

が
少

な
く
、
雨



で
も
降
れ
ば
行
き
場
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
だ
っ
た
。
少
し
で
も

居
場
所
を
確
保
し
て
あ
げ
た
い
と
の
思
い
は
強
か
っ
た
。
一
方
、
食
堂

を
拡
張
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
分
教
室
を
削
る
こ
と
と
な
る
。
現

に
こ
の
拡
張
で
食
堂
へ
転
用
と
な
る
教
室
は
三
教
室
（
合
計
収
容
は
四

百
五
十
人
を
超
え
る
）
も
あ
っ
た
。
大
学
と
し
て
最
も
重
要
な
施
設
で

あ
る
教
室
を
削
る
こ
と
は
大
変
な
検
討
事
項
。
授
業
環
境
は
最
優
先
で

あ
る
が
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
も
欠
か
せ
な
い
。
検
討
の
結
果
、
食
堂
ホ
ー
ル

の
拡
張
を
選
択
し
た
。
結
果
と
し
て
今
の
広
さ
の
食
堂
が
存
在
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

拡
張
計
画
の
決

定
と
と
も
に
フ
ー

ド
コ
ー
ト
ス
タ
イ

ル
の
採
用
の
話
が

挙

が
っ
た
。「
学

生
が
昼
食
を
楽
し

み
に
大
学
へ
来
る

よ
う
な
食
堂
を
つ

く
ろ
う
」
を
目
標

に
、
関
係
部
署
そ

れ
ぞ
れ
力
を
合
わ

せ
て
つ
く
り
あ
げ

て
き
た
。
た
だ
、

建
物
の
施
工
途
中

で

フ
ー
ド
コ

ー
ト
ス

タ
イ

ル
の
採
用

が
決
ま
っ
た
こ

と
か
ら

、
苦

労
は

多

か
っ
た

。
厨
房

の
増
設

や
個
々
の
厨
房

が
狭

い
こ

と
、
店
舗

ご
と
の

食
器

洗
浄
施

設
が
な

い
こ
と

な
ど
数

々
の
問
題
点

が
あ
っ
た

が
、
入

店

す

る
テ
ナ
ン
ト

と
大
学

の
運
用

面
で
の
歩
み

寄
り
に

よ
っ
て
そ

れ
ぞ
れ

を

ク
リ
ア
す

る
こ

と

が
で
き

た
。

日

常
の
運
用

に
つ

い
て

は
テ
ナ
ン
ト

側
の
努
力
も
大

き

い
。
学

生
の

昼
休

み
は
五
十

分
間
、
短

時
間
に
集
中
し

て
混
み
合
う

た
め
、
店

舗
ご

と

の
オ

ペ
レ

ー
ト

も
工

夫

を
凝
ら
し
、
待

た
せ

る
こ
と

な
く
素
早

く
提

供
で

き
る

メ
ニ
ュ

ー
、
盛
り
付

け
を
し
て

い
る
。
ま

た
、
入
店
し

て
い

る
テ

ナ
ン
ト
は

す
べ
て
外
食
業

界
で
の
経

験
を
有
す

る
。
都
内
に
実

店

舗
を
構
え

て

い
る
テ
ナ
ン
ト
も

あ
り
、
そ

の
ノ

ウ
ハ

ウ
と
こ
だ

わ
り

を

生

か
し

た
本
格

的
な
メ
ニ
ュ

ー
を
提
供
し

て
い
る
。
品
質

と
し
て

は
外

食
店
舗

レ

ベ
ル

で
あ
り
な

が
ら
、
価

格
設
定
を

ワ
ン
コ

イ
ン
（
五
百
円
）

と
し
て

い

る
の
で
、
各
店
舗
は
こ

の
価
格
で

提
供
で
き

る
内

容

が
競

わ

れ

る
。
こ

こ
も
提

供
す
る

メ
ニ
ュ

ー
が
充
実

す
る

ポ
イ

ン
ト
で
あ

る
。

大

学
・

テ
ナ

ン
ト
そ

れ

ぞ
れ
が
、
「
学

生
が
喜

ぶ
食

堂
を
」

と

い
う

思

い
を

ど
れ
だ
け

も
っ
て
運
営
し

て
い

る
か

が
最
も
大
切

と
考
え

る
。

そ
れ

が
満
足
度

の
評

価
に
大
き

く
つ
な

が
る
。
今
後
も
こ

の
精
神
を
も

ち
続
け

な

い
か

ぎ
り

学
生
の
喜

び
も
続
か
な

い
で
あ

ろ
う

。
こ
の
食
堂

を
オ

ー
プ
ン

さ
せ
た

と
き
の
学
生

た
ち
の
笑
顔

は
、
そ

れ
ま
で
の
苦
労

を
忘

れ
さ
せ
て
く

れ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
使
う

側
の
喜

び
は
、
つ
く

る

側
の
喜

び
で
も

あ
る
。
あ
ま
り

に
も
単
純

な
こ

と
で
あ

る
が
、

つ
ね

に

忘

れ
て

は
な
ら

な
い
こ
と
だ
と

感
じ
て

い
る
。



加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ
《
学
生
食
堂
編
》

東
洋
英
和
女
学
院
大
学

大
学
食
堂
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

雨

宮

美

和

子

●
東
洋
英
和
女
学
院
大
学
事
務
部
長

東
洋
英
和

女
学
院
大

学
は
、
横
浜
市

緑
区

に
五
万

坪

の
キ
ャ
ン

パ
ス

を
も
つ
女
子

大
学
で

あ
る
。
緑
に
囲

ま
れ
、
周
り

は
住
宅

地
で
飲
食
店

は
な

い
た

め
、
学
生
食

堂
に
対
す

る
大

学
の
コ

ン
セ

プ
ト

は
、
学
生
食

堂
は
学
食
利
用

者
だ
け

の
た
め
で
は

な
く
、

お
弁

当
持
参
者

に
も
よ
そ

で
買
っ
て
き

た
昼
食
を
食

べ
る
者
に

も
開
放
し

、
学
生
た
ち

が
昼
食
を

共

に
食
す

る
場
と
し
て

い
る
。
二
千
三
百

余
名

の
学
生
た
ち

は
二

つ
の

食

堂
を

ゆ
っ
た
り

と
そ

の
日

の
気
分

、
予
定
に

よ
っ
て
使

い
分

け
、
友

人

た
ち
と
楽
し

く
食
事

を
し
て

い
る
。

キ
ャ
ン

パ
ス
の
中
央

に
位
置
す

る
中

央
館
食
堂

は
、
二
十
五

年
前
に

建

て
ら
れ
た
建

物
の
一

階
に
あ
る

が
古

色
蒼
然
と

し
、
女
子
大

学
の
イ

メ
ー
ジ
か
ら

か
け
離

れ
た
食
堂
に
な

っ
て

い
た

の
で
、
二
〇
一

〇
年
に

改

修
を
行

っ
た
。
通
常
で

あ
れ
ば
大
学

主
導
で
改

修
工

事
を
進

め
て

い

く
の
だ

が
、
こ

の
改
修

に
学
生
た
ち
を
参

加

さ
せ

て
実
業
教
育

の
場
に

し

た
い
と
考
え

、
学
生
自
治
会
清

楓
会
に
声

を
か
け
た

ら
、
二

年
生
（
当

時
）
の
役

員
六
名

が
名
乗
り
を
上

げ
て
ス

タ
ー
ト
し
た

。

本
学
で
は
、
五
年
前
か
ら
「
学
校
案
内
」
の
分
冊
と
し
て
の
「
学
生

ブ
ッ
ク
」
を
、
在
学
生
か
業
者
と
一
緒
に
な
っ
て
作
り
上
げ
て
い
る
実

績
が
あ
る
。
高
校
生
に
伝
え
た
い
大
学
の
魅
力
を
学
生
が
意
見
を
出
し

合
っ
て
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
責
任
を
も
っ
て
編
集
作
業
を
し
て
い
る
。

「
学
生
ブ
ッ
ク
」
は
こ
れ
ま
で
五
冊
刊
行
し
て
い
る
が
、
高
校
生
の
評

判
は
良
い
。
編
集
ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
た
学
生
に
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

以
上
の
成
果
が
あ
り
、
実
業
教
育
の
場
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
実
例
が

あ
っ
た
の
で
、
食
堂
改
修
に
も
取
り
入
れ
た
。

発
注
し
た
業
者
は
最
初
は
戸
惑
っ
た
が
賛
同
し
て
く
れ
、
コ
ン
セ
プ

ト
の
立
案
か
ら
床
・
壁
・
天
井
の
仕
様
決
定
、
什
器
の
レ
イ
ア
ウ
ト
な

ど
、
す
べ
て
の
仕
様
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
決
定
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
学
生
メ
ン
バ
ー
六
名
と
設
計
担
当
者
二
、
三

名
で
昼
休
み
の
一
時
間
を
使
っ
て
行
わ
れ
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

学
生
か
ら
発
言
で
き
る
よ
う
業
者
の
方
は
毎
週
宿
題
を
出
し
、
宿
題
を

発
表
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
と
い
う
仕
掛
け
を
考
え
、
進
め
て
い
っ
た
。

三
ヵ
月
間
で
週
一
回
、
合
計
十
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
。

手
を
挙
げ
て
く
れ
た
六
名
は
、
イ
ン
テ
リ
ア
や
デ
ザ
イ
ン
に
興
味
が
あ

る
学
生
た
ち
で
あ
っ
た
が
、
何
よ
り
学
生
食
堂
を
「
学
生
た
ち
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
し
た
い
」
と
い
う
思
い
が
強
か
っ
た
よ
う
だ
。

友
人
た
ち
の
意
見
も
聞
き
、
よ
り
良
い
学
生
食
堂
作
り
を
考
え
て
い
っ



た
。
昼
休
み
の
一
時
間
だ
け
で
は
足
り
ず
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
以
外
に

も
時
間
を
も
ち
、
納
得
が
い
く
ま
で
意
見
交
換
を
行
い
次
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
に
備
え
た
。
そ
れ
ぞ
れ
違
う
意
見
を
一
つ
に
ま
と
め
て
い
く
難

し
さ
を
知
り
、
そ
の
中
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

学
び
な
が
ら
、
学
生
食
堂
改
修
計
画
が
進
め
ら
れ
た
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
居
心
地
が
良
く
、
愛
さ
れ
る
学
生
食
堂
」
。

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ

プ

ト

は
「
E
Y
E

T
O
 
E
Y
E」
。

ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー

で
あ
る
ガ
ー
ネ
ッ
ト

色
と
白
色
を
用
い
、

東
洋
英
和
ら
し
さ
を

表
現
す
る
た
め
に
校

歌
を
デ
ザ
イ
ン
モ
チ

ー
フ
に
し
、
女
性
の

成
長
の
過
程
で
の
目

線
と
目
線
を
表
現
す

る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学

ぶ
大
学
の
イ
メ
ー
ジ

を
表
現
し
た
。
利
用

し
な
が
ら
の
問
題
点
、
動
線
の
問
題
も
着
目
し
改
善
し
、
緑
に
囲
ま
れ

た
英
和
ら
し
い
シ
ン
プ
ル
で
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
イ
メ
ー
ジ
に
仕
上
が
っ
た
。

ソ
フ
ァ
や
カ
ウ
ン
タ
ー
席
も
配
置
し
、
食
事
以
外
で
も
大
い
に
利
用

さ
れ
、「
居
心
地
が
良
く
、
愛
さ
れ
る
学
生
食
堂
」
に
な
っ
た
。

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
学
生
メ
ン
バ
ー

青
木
　
梨
里
花
（
国
際
社
会
学
部
国
際
社
会
学
科
）

コ
ン
　
尹
宣
　
　（
国
際
社
会
学
部
国
際
社
会
学
科
）

乗
杉
　
花
乃
　
（
人
間
科
学
部
人
間
科
学
科
）

平
岡
　
詩
織
　
（
人
間
科
学
部
人
間
科
学
科
）

宮
郷
　
瞳
　
　
　（
国
際
社
会
学
部
国
際
社
会
学
科
）

安
冨
　
詩
穂
　
（
国
際
社
会
学
部
国
際
社
会
学
科
）

こ
の
大
学
食
堂
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

・
環
境
色
彩
コ
ン
ペ
デ
ィ
ジ
ョ
ン
「
グ
ッ
ド
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
・

カ
ラ
ー
改
修
部
門
特
別
賞
」

・
S
D
A
賞
（
サ
イ
ン
等
の
デ
ザ
イ
ン
を
審
査
す
る
賞
）
入
賞
・
関
東

地
区
賞

「
最
初
か
ら
最
後
ま
で
学
生
主
体
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
実
施
に
よ
る

学
生
と
の
コ
ン
セ
プ
ト
共
有
お
よ
び
色
へ
の
落
と
し
込
み
作
業
は
色
彩

計
画
の
教
育
に
貢
献
し
て
お
り
、
今
後
の
規
範
と
な
り
得
る
も
の
」
と

高
く
評
価
さ
れ
、
受
賞
に
輝
い
た
。

学
生
の
目
線
で
の
学
生
食
堂
の
改
修
は
、
学
生
の
評
判
も
良
く
、
コ

ン
セ
プ
ト
ど
お
り
の

で
心
地
良
い
居
場
所
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。




